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１ 桜島の概要
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わずか4km
桜島フェリー（24時間運航）で１５分

市街地

周囲 55ｋｍ
面積 77k㎡
高さ 1,117ｍ
人口 3,500人

桜島
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桜島の概要

鹿児島市役所



世界で一番大きな大根
桜島大根

・桜島は、波静かな錦江湾に浮かぶ雄大な景観や、豊富な温泉、桜島大根や
桜島小みかんをはじめとする農産物など多くの恵みをもたらしています。

県庁所在地で日本一の泉源

世界で一番小さいみかん
桜島小みかん

3

３S

©K．P．V．B

©K．P．V．B

Sakurajima

Saigo
Shochu

火山の恵み



■文明噴火
（1471～76）

■安永噴火
（1779～82）

■大正噴火
（1914～15）
※大隅半島と陸続きに

繰り返す大規模噴火

・桜島はこれまで何度も大規模噴火を繰り返しており、記録が残されているもの
だけでも、４回が確認されている。 4



大正噴火（1914年1月12日）

・日本において、20世紀最大の噴火
・噴煙の高度は、最大18,000m 5



桜島の爆発回数
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昭和火口の爆発回数

総降灰量（気象台推

計）

（万トン）

(

(回)

昭和 平成 令和

2011年 996回 2020年 221回

・ ２０１１年には過去最高９９６回を記録した。
・ ２０２０年の爆発回数は、２２１回
・ ２０２１年１月～６月までの爆発回数は、８３回（前年同期間１９６回）
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・ 毎日、天気予報で降灰予報（桜島上空の風向き）が発表され、市民生活の中で
活用されている。 7
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・ 降灰が酷いときには、傘をさしたり、足早に駆け抜ける。
・ タオルやハンカチで、口を覆う人もいる。 8
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・ 大量に降る場合には、昼間でもライトをつけないと見えにくいこともある。
・ 火山灰によるスリップや、標識・白線が見えにくくなることもある。 9



マグマの蓄積状況

・ 大正噴火から１００年以上経過した現在、姶良カルデラ下のマグマ
の蓄積は、２０２０年代には大正噴火が起こる前のレベルまでほぼ
戻ることが推定されており、次なる大規模噴火への備えが必要な時
期に来ていることを示している。

1914年
溶岩流
1.34km3

1946年
溶岩流
0.18km3

大正噴火

昭和噴火

（資料：京都大学桜島火山観測所）
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２ 火山防災トップシティ構想に
基づく火山防災教育に関する取組
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【取組の柱１】
大規模噴火でも

｢犠牲者ゼロ｣を目指す防災対策

【取組の柱３】
｢鹿児島モデル｣による世界貢献

【取組の柱２】
次世代に｢つなぐ｣火山防災教育

・鹿児島市では、桜島と共生していくための取組を、市民と地域、事業者、研究
機関・行政が一体となって向上させながら、火山防災のモデル都市として、国内
外の火山地域の被害軽減のために世界貢献を行う火山防災トップシティを目指
している。

〔平成31年3月策定〕
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火山防災トップシティ構想



市民の誰もが桜島のなりたちや火山の恵み、文化を学び、桜島へ
の関心と愛着を育むとともに、火山災害時における対応を理解し、身
につける火山防災教育の取組を推進します。
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３ 火山防災に携わる関係者を
対象とした研修
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■目的
• 火山防災トップシティ構想（平成３１年３月策定）に基づき、

６０年以上にわたり日常的に噴火を繰り返す桜島の活動状
況や防災対応等を紹介し、火山防災の実務を担当する全
国の自治体職員等が火山防災のイメージを掴むとともに、
抱える課題の解決や防災対応に必要な知識習得を促進し、
防災力の向上を図る。

■主催
・ 鹿児島市・特定非営利活動法人火山防災推進機構

■対象者

・ 火山災害警戒地域の自治体職員等

〇火山防災スペシャリスト養成研修について
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■日時 令和２年１月１０日（金） ９：００～１７：３０ 【１日目】

■場所 鹿児島市災害対策本部室（講義）、桜島島内各所（視察）

■参加者 北海道、東京都、神奈川県、山梨県、富士吉田市、熊本県、長崎県、
十島村、山梨県富士山科学研究所、防災科学技術研究所など
１７機関・団体３９人が参加

■プログラム
１ 開会・オリエンテーション
２ 講義 【午前】
・火山活動と災害、噴火発生予測について～桜島の知見を通じて～

京都大学防災研究所火山活動研究センター准教授爲栗健氏
・火山防災情報の発表事例～鹿児島県の火山の最近の活動と火山防災情報～

鹿児島地方気象台火山防災官小窪則夫氏
・鹿児島市の火山防災に係る取組

鹿児島市危機管理局参事中豊司
３ 視察 【午後】
・桜島火山や火山防災に係る施設の視察



【講義】火山活動と災害、噴火発生予測について～桜島の知見を通じて～
京都大学防災研究所火山活動研究センター准教授爲栗健氏

【講義】火山防災情報の発表事例～鹿児島県の火山の最近の活動と火山防災情報～

鹿児島地方気象台 火山防災官 小窪 則夫 氏

17

【講義】鹿児島市の火山防災に係る取組
鹿児島市危機管理局 危機管理課長
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視察①桜島ビジターセンター
・ 桜島の噴火の歴史に関する展示物と地盤変動の観測モニターを見学

視察②京都大学防災研究所高免観測坑道
・ 桜島に展開されている3 か所の観測坑道の内、京都大学が所有する坑道
で地盤変動観測装置（水管傾斜計・伸縮計）を見学
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視察③地獄河原
・ 昭和噴火で流出した広大な溶岩原であるが、現在は土石流の遊砂地土石流
堆積物を見学するとともにそこで行われている砂防事業を見学

視察④黒神埋没鳥居
・ 大正噴火で甚大な降灰被害を被った黒神地区は火山灰が一日で2 メートル堆積
・ 鹿児島市が設置している退避壕も見学
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視察⑤桜島黒神口広場にて、ロードスイーパーのデモンストレーション見学

視察⑥有村土捨て場
・ 桜島の降灰や土石流堆積物の処分場を見学
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■日時 令和２年１月１１日（土） ８：３０～１６：００ 【２日目】

■場所 桜島島内、天保山中学校（桜島住民の市街地側避難所の１つ）

【現地災害対策本部】 【自衛隊車両による残留者救助】

【展示訓練】 【避難所運営訓練】
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■日時 令和３年２月１５日（月）１３時３０分～１５時３０分

■場所 Ｗｅｂ会議システム「Ｚｏｏｍ」によるリモート開催
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響によりリモートでの開催

■参加者 火山災害警戒地域の自治体職員等 ６５機関・団体、９５人が参加

■プログラム
１ 開会
２ あいさつ

鹿児島市長 下鶴隆央
３ オリエンテーション

特定非営利活動法人火山防災推進機構 理事新堀賢志 氏
４ 講義
・火山活動と災害、噴火発生予測、行政に求められる防災対応～桜島の知見を通じて～

京都大学防災研究所火山活動研究センター 教授 井口正人 氏
・気象庁の火山監視と火山防災情報

鹿児島地方気象台 火山防災官 小窪則夫 氏
・火山防災トップシティの推進～鹿児島市の降灰対策、タイムラインに沿った住民避難訓練～

鹿児島市危機管理局危機管理課 課長 児玉博史
５ その他
６ 閉会
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▲京都大学防災研究所火山活動研究センター井口教授による講義

▲主催者あいさつ ▲鹿児島地方気象台による講義



①道路降灰除去 ②宅地降灰除去 ③学校降灰除去

・ 鹿児島市では、活動火山対策特別措置法第２２条に基づき、昭和５３年度より
降灰除去事業を実施

・ 主に道路降灰除去や宅地降灰除去、学校降灰除去を実施 24

ロードスイーパー 宅地内降灰指定置場 プールクリーナー

本研修における鹿児島市からの説明内容（抜粋）
鹿児島市の降灰対策（降灰除去事業）について



【 概 要 】
○ 道路の降灰除去については、市街地区・東桜島地区・西桜島地区

の３地区で実施

○ このうち市街地区については９２ブロックに分割し、作業を行う。

市街地区

東桜島地区

西桜島地区

９２ブロックに分割
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①道路降灰除去

ロードスイーパー
（路面清掃車）

散水車



【 概 要 】
○ 市民が宅地(事業所を含む)内の降灰を克灰袋に詰めて、

宅地内降灰指定置場に搬出したものを収集・運搬・処分する。

26

＜宅地内降灰指定置場＞

○ 克灰袋を出す場所

○ 宅地内降灰指定置場の設置は、

各町内会からの要望により設置

○ 宅地降灰置場 ６,８３４箇所

○ 事業所降灰置場 ３０２箇所

＜克灰袋＞

○ 宅地内の降灰を入れる袋

○ 十分な強度が確保されている。

○ 市が無料で配布

（市役所本庁、各支所、地域福祉館等で配布）

②宅地降灰除去



・ 学校の校庭やプールにたまった火山灰も定期的に除去している。
27

③学校降灰除去
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学校教室へのクーラー設置

水道施設（ろ過池）の覆蓋

防災営農

④その他の降灰対策

ビニールハウスに対する補助等
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■日時 令和３年１０月８日（金）１３時３０分～１５時００分

■場所 Ｗｅｂ会議システム「Ｚｏｏｍ」によるオンライン開催

■参加者 ネットワーク参画市町村の火山防災担当者等 ５８市町村・約８０名

■次第
１ 開会
２ 会長挨拶

下鶴隆央 鹿児島市長
３ 講話「雲仙・普賢岳の噴火災害から３０年を迎えて」

古川隆三郎 島原市長
４ 鹿児島市の取組紹介 桜島火山爆発総合防災訓練（島内避難訓練、島外避難訓練）

事務局
５ ネットワークの活動状況等について
（１）要望活動の実施
（２） NEWSLETTERの発行

６ 閉会



【概要】
〇 広く国内の火山地域の自治体と情報共有を図るとともに、国に対し、
火山防災対策の強化を働き掛ける連携体制として、火山防災強化市町村
ネットワークを設立（令和２年７月14日）

【活動内容】
〇 市町村における火山防災の強化推進に係る要望活動に関すること
→国への要望事項（R３年度）

・ 火山の研究及び監視・観測体制の充実・強化
・ 避難計画の策定及び幹線道路閉塞解消に

向けた体制強化 等
〇 火山防災に係る知識・経験の蓄積と情報共有に
関すること
→研修会（リモート）の開催
→NEWSLETTERの発行

【参画市町村数】
〇 １４３市町村/１６７市町村※火山災害警戒地域（設立時点）

〇 １５１市町村/１６７市町村（R３年１０月現在） 30

▲火山防災の強化に関する要望書



会長挨拶

下鶴隆央 鹿児島市長

講話「雲仙・普賢岳の噴火災害から３０年を迎えて」

古川隆三郎 島原市長
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鹿児島市の取組紹介「桜島火山爆発総合防災訓練」

事務局（鹿児島市）

参加者の様子



年度 月 号 市町村名 内容 エリア

R2年度 10月 第1号 鹿児島県
鹿児島市 火山防災対策紹介動画 九州

11月 第2号 山梨県
富士吉田市 富士山噴火に備えた火山防災対策 関東

12月 第3号 鹿児島県
鹿児島市 桜島火山爆発総合防災訓練 九州

1月 第4号 長崎県
島原市 自主防災組織と災害に強いまちづくりの取り組み 九州

2月 第5号 北海道
鹿部町 火山防災啓発活動の取り組み 北海道

3月 第6号 北海道
美瑛町 十勝岳噴火総合防災訓練 北海道

R3年度 4月 第7号 鹿児島県
鹿児島市 次世代に「つなぐ」火山防災教育 九州

6月 第8号 群馬県
長野原町 正しく知って、正しく畏れる浅間山の火山防災 関東

8月 第9号 岩手県
雫石町 令和３年度秋田駒ヶ岳噴火対応実動訓練 東北

本研修における事務局からの説明内容（抜粋）
ネットワークの活動状況等について（NEWSLETTERの発行）
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令和３年１月 長崎県島原市
しまばらし

本研修における事務局からの説明内容（抜粋）
ネットワークの活動状況等について（NEWSLETTERの発行）
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令和３年６月 群馬県長野原町
ながの はらまち

本研修における事務局からの説明内容（抜粋）
ネットワークの活動状況等について（NEWSLETTERの発行）
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★ 今後希望する研修内容・講師・テーマなど

・火山災害を経験した自治体の講話は、より具体的でよいと

思いました。今後も継続していってほしいと思います。

・島原市長のように、災害を体験した方の講話は説得力があ

り、教訓を得た。

・各自治体で取り組まれている各種訓練や研修会、特記すべ

き取り組みなどの事例紹介をお願いしたい。

など

・現場（現地）で学ぶことはもちろん多いのですが、職場に

いながら貴重なお話を伺えるので、今回のようなＷＥＢ研

修・懇談会も継続いただければと思います。

など

★ ネットワークの運営への意見・提案

本研修会についての参加者アンケート結果
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４ 市民等への火山防災教育

36



・火山防災に係る意識啓発映像・リーフレットを作成し、桜島の過去と現在を正しく
知り、命を守るための準備と心構えを持つことの重要さを広く市民に周知している。

37

▲桜島火山防災リーフレット（3,000部発行） ▲市政出前トーク「桜島大規模噴火に備えよう！」

▲桜島火山防災意識啓発映像



写真提供：鹿児島県立博物館

・令和３年７月に作成。町内会等に対し、市政出前トークで意識啓発を図っている。

桜島火山防災リーフレット
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〇桜島では、前兆現象を早い段階で把握できる体制が整えられ
ています。

大規模噴火に備えて

前兆現象は早い段階で現れます！

桜島では様々な研究と観測が行われています！

大正噴火を参考にすると、大規模噴火の前には、噴火のおよそ
１年～数か月前から有感地震や大きな地殻変動などのさまざま
な前兆現象が現れます。

【京都大学防災研究所火山活動研究センター】
・桜島の火山活動をとらえる世界トップレベルの研究
をしています。

【鹿児島地方気象台】
・２４時間体制で桜島を監視観測し、様々な火山情報
を発表しています。 44



・ 小学６学年児童を対象に、火山防災教材「みんなで学ぼう桜島火山防災」を作成・配布
〔作成部数：６，２００部（全２８ページ）、配布時期：７月上旬〕

45

▲火山防災教材「みんなで学ぼう桜島火山防災」



・火山災害時における対応や、桜島の恵み、文化を学ぶための火山防災教育
の取組として、市街地側の児童とその保護者を対象とした桜島訪問体験
学習を実施 46

▲黒神埋没鳥居▲有村溶岩展望所

〇日 時 令和３年8月1日（日） ９：００～１６：３０

〇参加者 市街地側に住む小学６年生及びその保護者 １７組３４名

〇訪問先 桜島ビジターセンター、湯之平展望所、桜島国際火山砂防センター、
有村溶岩展望所、黒神埋没鳥居
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■目的・概要
共生する桜島への関心と愛着を育み、火山防災について学ぶため、鹿児島

市街地側の児童（小学６年生）を対象に、火山の専門家を学校へ派遣して講話
を行うと共に、火山防災教材の説明や噴火実験による火山の学習を行う。

■対象校・日程

■授業実施内容

学校 広木小 清水小

対象児童数 3クラス120人 3クラス89人

日程 10/12(火)2・3時間目 11/16(火)2・3時間目

講師 NPO法人桜島ミュージアム 福島大輔氏

内容 実施主体

・動画視聴、説明
「みんなで学ぼう桜島火山防災」

鹿児島市危機管理課

・講話「桜島ってどんな山？」 NPO法人 桜島ミュージアム

・実験「コーラを使った火山噴火実験」
桜島ジオサルク・
鹿児島市危機管理課



講話「桜島ってどんな山？」
NPO法人桜島ミュージアム 福島大輔氏

48

実験「コーラを使った火山噴火実験」
桜島ジオサルク・鹿児島市危機管理課



本市の桜島火山防災対策のご紹介
（火山防災トップシティの推進）

・ 火山防災トップシティとしての取組を紹介するリーフレットや動画を作成し、
積極的に情報発信に取り組んでいる。 49

（同リーフレット）

（火山防災トップシティＰＲ動画）



鹿児島市火山防災トップシティ動画・リーフレットより抜粋
https://youtu.be/EE1vWlfwVac

50
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火山防災トップシティＰＲリーフレット 52

避難施設・誘導看板

降灰除去対策

桜島島内には、噴石から身を守る退避壕を
はじめ、フェリーでの島外避難時に使用する退
避舎や避難港といった避難施設のほか、その
誘導看板などを整備している。

桜島の噴火に伴い降り積もった火山灰は、ロードスイーパー
や散水車等で清掃している。また、住宅地の降灰は市から市
民に無償配布している克灰袋で収集する仕組みが整えられ
ている。

要望活動

鹿児島地方気象台や大隅河川国道事務所、
鹿児島県のほか、京都大学桜島火山観測所
や鹿児島大学、垂水市と共に桜島火山防災
連絡会（通称５者会）を構成し、２か月に一度
開催の上、火山活動に関する情報共有や意
見交換を行っている。

桜島周辺の霧島市や
鹿屋市、垂水市と共に
桜島火山活動対策協議
会を構成し、毎年、国や
鹿児島県に対し砂防施
設の整備や道路改良等
について要望活動を行
っている。

関係機関との連携（５者会）

3

桜島の大規模噴火対策

大正噴火級の大規模噴火に備えて、桜島の島
外への避難対応はもとより、市街地側への大量
の軽石火山灰の降下・堆積を想定した近隣の市
や町への広域避難を含む大量軽石火山灰対策
や長期避難対策などをまとめている。

大量軽石火山灰対策をまとめるにあたっては、世界初となる大量軽石火山灰を想定した車両走行実験・道
路啓開作業検証実験を実施（2018年7月）し、その結果、４輪駆動など全ての車輪が駆動する車両でないと
走行困難であることや効率的な除去手法などが判明しており、対策の中に盛り込んでいる。

桜島火山爆発総合防災訓練 桜島火山爆発総合防災訓練は、住民や防災関係機関等
が一体となって半世紀にわたり毎年実施してきており、大
規模噴火に備えて防災意識とその対策の実効性を高めて
いる。

4

大量軽石火山灰を想定した車両走行・道路啓開作業検証実験

市街地側へ最悪の影響を及ぼす
ケースを想定したシミュレーション

市街地側の地域をゾーン分けし避難情報発令対象地域を決定
避難者数、避難させる地域を踏まえ
なるべく近隣の市町に避難

【例】・ C・Dゾーンへ避難指示発令
・ 住民の避難支援（バス避難）

出典：気象研究所 新堀敏基氏資料
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火山防災トップシティＰＲリーフレット 54

火山防災の意識啓発

火山防災教材作成配布

桜島訪問体験

火山専門家派遣授業

火山防災スペシャリスト養成研修

鹿児島市街地側の小学生とその保護者が、桜島ビジター
センターや黒神埋没鳥居、砂防施設等を見学する体験学習
を実施している。

火山防災に係る意識啓発映像・リーフレットを作成し、桜島の過去と現在を正しく知り、命を守るための準備
と心構えを持つことの重要さを広く市民に周知している。

火山災害時における対応
や桜島の恵み・文化を学ぶ
火山防災教材を作成し、市
内の全ての小学校に配布し
ている。

全国の火山防災に携わる関係者等を対象に、鹿児島
市の降灰除去対策や避難計画等に関する研修のほか、
桜島火山爆発総合防災訓練を視察する火山防災スペ
シャリスト養成研修を開催している。

火山の専門家が小学校に出向き、桜島のなりたち
や噴火の歴史に関する講話のほか、噴火の仕組みを
学ぶ実験などの授業を実施している。

5
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火山防災トップシティＰＲリーフレット 56

これまで、1988年に鹿児島国際火山会議、1998年に
アジア活火山サミット、2013年に ＩＡＶＣＥＩ （国際火山学
地球内部化学協会）学術総会を開催している。

全国の火山災害警戒地域
の市町村に働きかけ、火山防
災強化市町村ネットワーク
（151の市町村）を設立し、国
に対し火山の研究及び監視
・観測体制の充実・強化など
について要望するほか、火山
防災対策について情報共有
を行っている。

※市町村数は2021年10月現在

6

国内外の火山関係会議等に参加し、積極的に鹿児島市の火山防災対策の情報発信に取り組んでいる。

【国際会議】 【国内会議】

インドネシアのスレマン県と火山防災等の交流促進に関する覚書を締結し、意見交換等を行うほか、火山
防災の取組に対する海外メディアの取材にも積極的に対応している。

【取材対応】【交流促進】
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火山災害は、発生頻度が低いものの、ひとたび規模の大きな噴火
が起こった場合は、
・住民生活や社会経済活動に甚大な影響を及ぼす恐れがある
・自治体はノウハウが少ない中で災害対応に追われることとなる

活火山桜島を有する鹿児島市としては、本市の取組の情報発信
に取り組むとともに、自治体間で意見交換等を行いながら、国内外
における火山防災力の向上に貢献してまいりたい。



ご清聴
ありがとうございました。

鹿児島市 危機管理課
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